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第
五
出
張
所
移
転

三
日
か
ら
新
庁
舎
で

千
住
柳
町
三
十
二
番
地
に
あ
つ
た

足
立
区
第
五
出
張
所
は
こ
の
ほ
ど

千
住
大
川
町
四
十
三
番
地
の
千
寿

第
三
小
学
校
の
北
側
に
移
転
し
去

る
十
二
月
三
日
か
ら
新
し
い
庁
舎

で
事
務
を
取
り
扱
つ
て
い
ま
す
。

所
管
区
域
は
従
前
通
り
で
す
が
電

話
は
現
在
申
請
中
で
間
も
な
く
ひ

け
る
こ
と
に
な
つ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
暫
く
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
何
卒
御
了
承
下
さ
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新しい出張所附近略図

写真は去る11月30日行なわれた足立区産業振興館での消防演習

無

料才
末
健
康
診
断

区
で
は
年
末
を
控
え
て
皆
さ
ん
の

健
康
に
つ
い
て
無
料
健
康
相
談
を

行
い
ま
す
。

「
明
る
い
家
庭
は
あ
な
た
の
健
康

か
ら
」
ど
な
た
も
遠
慮
な
く
お
出

か
け
下
さ
い
。

こ
の
相
談
は
一
般
内
科
、
軽
易
な

外
科
に
つ
い
て
診
療
と
投
薬
を
行

い
、
又
医
療
施
設
の
利
用
、
あ
つ

せ
ん
、
医
療
費
の
問
題
に
つ
い
て

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

実
施
期
日
と
場
所
は
次
の
と
お
り

で
す
。

十
一
日
～
十
四
日

区
立
本
木
診
療
所

十
一
日
　

千
寿
第
一
小
学
校

十
二
日
　

本
木
小
学
校

十
三
日
　

五
反
野
小
学
校

十
四
日
　

江
北
小

学
校

時
間
は
午
前
十
時
か
ら
午
后
四
時

ま
で
。

元
旦
マ
ラ
ソ
ン

の
お
知
ら
せ

足
立
区
教
育
委
員
会
で

は
恒
例
の
元
旦
マ
ラ
ソ

ン
大
会
を
次
の
要
領
で

行
い
ま
す
。

一
、
と
き

昭
和
三
十
二
年
元
旦

午
前
零
時

(
除
夜
の
鐘
と
同
時

に
出
発
)

二
、
コ
ー
ス

西
新
井
大
師
―
千
住

新
橋
―
大
師
道
―
本

木
新
道
―
西
新
井
大
師

(
距
離
一
〇
、
〇
〇
〇
米
)

三
、
参
加
資
格

満
十
八
才
以
上
の
ア
マ
チ
ユ
ア

四
、
人
員
　
六
〇
〇
名

五
、
表
彰
　
入
賞
者
二
十
位
ま
で

賞
状
、
賞
品
を
贈
呈

六
、
申
込
、
返
信
用
葉
書
を
添
え

て
足
立
区
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
体
育
係
あ
て
申
込
む
こ
と

な
お
郵
便
に
よ
る
申
込
は
必
ず

往
復
葉
書
で

七
、
期
限
　
十
二
月
二
十
日
ま
で

八
、
そ
の
他

ゼ
ツ
ケ
ン
は
当
委
員
会
で
用
意

し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
体
育
係
(
8
8
)
三
、
一
一
一
に

お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。
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み
ん
な
で
明
る
い
お
正
月

才
末
助
け
合
い
運
動
始
る

区
内
の
生
活
困
窮
者
は
年
々
増
加

し
最
近
で
は
五
千
九
百
余
世
帯
に

も
達
し
て
い
ま
す
。

こ
う
い
う
人
達
が
少
し
で
も
暖
い

冬
を
、
明
る
い
お
正
月
を
過
ご
す

こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
と
、
足
立

区
厚
生
援
護
会
、
社
会
福
祉
協
議

会
の
音
頭
と
り
で
才
末
助
け
合
い

運
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

百
二
十
七
万
余
円
を
募
金
目
標

額
と
し
て
一
日
か
ら
十
日
ま
で

の
十
日
間
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

願
つ
て
い
ま
す
。
集
つ
た
お
金
は

年
末
に
生
活
困
窮
者
世
帯
に
は
一

世
帯
約
二
百
円
、
養
老
院
、
簡
易

保
育
所
等
の
施
設
に
収
容
さ
れ
て

い
る
人
々
に
は
一
人
約
百
円
の
現

金
を
配
分
委
員
会
を
通
じ
て
贈
る

計
画
で
す
。

「
一
人
の
不
幸
は
み
ん
な
の
不
幸
」

皆
さ
ん
の
御
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

〝火

の
用

心
〟

日
ご
と
　
家
ご
と
　
職
場
ご
と

寒
い
北
風
に
の
つ
て
今
年
も
火
災

の
多
い
季
節
が
や
つ
て
来
ま
し

た
。
今
年
に
入
つ
て
か
ら
魚
津
市

の
大
火
等
幾
つ
か
の
大
火
が
発
生

し
て
い
ま
す
が
建
物
が
益
々
密
集

す
る
都
会
で
の
火
災
は
消
防
の
発

達
が
追
い
つ
け
な
い
程
の
増
加
率

で
特
に
空
気
が
乾
燥
す
る
冬
季
に

は
よ
り
以
上
の
増
加
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
一
瞬
に
し
て
多
額
の
財
産

を
灰
に
し
生
命
ま
で
も
脅
か
す
火

災
も
日
常
の
心
掛
で
か
な
り
防
げ

る
も
の
で
す
。

毎
年
煙
草
の
す
い
が
ら
、
煙
突
の

媒
煙
、
石
油
こ
ん
ろ
等
に
よ
る
火

災
が
多
く
な
つ
て
い
ま
す
が
。

今
年
は
日
常
、
自
主
的
な
実
践
に

重
点
を
お
い
て
火
災
予
防
を
呼
び

か
け
て
お
り
ま
す
。
火
災
の
な
い

足
立
区
を
作
る
た
め
に
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

表彰 された42 氏
= 文 化 の 日=

毎
年
十
一
月
三
日
文
化
の
日
に
足

立
区
の
発
展
に
寄
与
し
た
各
種
の

功
労
者
と
徳
行
者
を
表
彰
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
も
各
方
面
に
わ

た
り
調
査
し
慎
重
に
審
議
し
た
結

果
四
十
二
名
の
人

々
が
決
定
、
三
日

区
議
会
議
場
で
表

彰
式
を
挙
行
し
、

区
長
か
ら
表
彰
状

と
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

表
彰
の
栄
誉
に
輝

い
た
人
々
は
次
の

と
お
り
で
す
。

(敬
称
略
)

自
治
功
労
者

田
中
謙
三
郎

教
育
事
業
功
労
者

浜
野

信
雄
　
　
木
島
松
五
郎

江
川

長
吉

保
健
衛
生
功
労
者

木
村

善
利

教
育
功
労
者

川
辺

忠
一
　
　
進
藤

正
一

学
芸
功
労
者

鈴
木

厚

発
明
功
労
者

小
森

武
彦

統
計
功
労
者

瀨
田

道
雄
　
　
坂
田
初
太
郎

建
築
功
労
者

大
槻

猪
助

人
命
救
助
者

斎
藤

智
司
　
　
服
部
仁
三
郎

秀
野

茂
　
　
　岩
田

侑

工
業
永
年
勤
続
者

村
松
卯
三
郎
　

宮
本
由
太
郎

大
槻

岩
男
　
　
関
口

利
一

武
田
政
一
郎
　

吉
田

学

須
藤

留
吉
　
　
蓮
見
正
一
郎

大
谷

春
吉
　
　

瀬
田

健
治

商
業
永
年
勤
続
者

丹
野

元
二
　
　

斎
藤

篤
子

橋
本

良
之
　
　

岩
田

雅
男

野
沢

秋
男
　
　

殿
村
貴
一
郎

佐
藤
チ
ヱ
子
　

鈴
木
八
重
子

中
村

実
　
　
　
水
島
ミ
ツ
ヱ

細
野
喜
三
郎
　

榊
原

ク
ニ

浅
井
竜
之
助
　

吉
川

晋

丸
山

登
　
　
　
榎
本
は
つ
江

赤
い
羽
根
募
金

好
成
績
で

終
る

十
月
中
行
な
わ
れ
た
共
同
募
金
は

十
一
月
二
十
一
日
現
在
の
全
国
平

均
率
六
六
・
六
%
を
は
る
か
に
上

回
る
目
標
額
に
も
う
一
息
の
九
九

・
五
%
と
い
う
好
成
績
で
終
り
ま

し
た
。

皆
さ
ん
御
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

(
左
の
図
は
内
訳
)

昭和31年共同募金状況

無
料
区
民
相
談
を

御
利
用
下
さ
い

区
民
の
皆
さ
ん
の
為
に
産
業
振
興

館
内
に
区
民
相
談
室
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

法
律
、
商
工
、
税
務
、
そ
の
他
一

般
生
活
に
関
す
る
事
に
つ
い
て
悩

み
の
あ
る
方
に
御
協
力
し
て
お
り

ま
す
。気
軽
に
お
出
か
け
下
さ
い

足 立 区 の 人 口 状 況 昭和31. 11. 1現在

註　人口は配給台帖によつた数である
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税
の
は
な
し

憲
法
に
「
国
民
は
法
律
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
納
税
の
義
務
を
貞

う
」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

戦
前
は
兵
役
の
義
務
、
就
学
の
義

務
と
並
ん
で
国
民
の
三
大
義
務
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
回
で
は
税
に
つ
い
て
簡
単
に

そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
話
し
し
最
後

に
足
立
区
の
税
金
で
あ
る
特
別
区

税
に
つ
い
て
少
し
詳
し
く
説
明
し

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

何
故
税
を
納
め
る
の
か
?

私
達
が
生
活
し
て
い
く
上
に
個
人

個
人
で
充
た
し
て
い
け
る
欲
求
、

例
え
ば
衣
食
住
に
関
す
る
普
通
の

欲
求
と
社
会
共
同
で
な
け
れ
ば
充

た
さ
れ
な
い
欲
求
と
が
あ
り
ま

す
。
個
人
の
欲
求
は
例
え
ば
食
物

に
対
す
る
欲
求
は
自
分
で
田
を
耕

し
、
稲
を
裁
培
し
て
充
た
す
こ
と

も
出
来
ま
す
し
、
農
夫
か
ら
米
を

買
つ
て
充
た
す
こ
と
も
出
来
ま
す

し
か
し
社
会
共
同
の
欲
求
、
洪
水

を
防
ぐ
為
に
提
防
を
築
く
と
か
、

道
路
を
つ
く
つ
た
り
、
学
校
を
建

て
た
り
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
個
人
個
人
で
出
来
な

い
欲
求
を
国
な
り
地
方
公
共
団
体

が
充
た
す
た
め
に
は
多
く
の
費
用

を
必
要
と
し
ま
す
。
そ
れ
を
み
ん

な
で
負
担
す
る
。
そ
れ
が
即
ち
税

な
の
で
す
。

昔
未
だ
お
金
(
貨
幣
)
が
な
か
つ

た
頃
は
労
仂
の
提
供
、
米
、
絹
、

綿
布
等
が
納
め
ら
れ
ま
し
た
が
、

貨
幣
経
済
が
発
達
す
る
に
従
い
お

金
に
代
つ
て
来
ま
し
た
。

今
日
税
金
と
呼
ば
れ
る
の
は
こ
の

た
め
で
す
。

こ
の
税
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
と

言
わ
れ
或
る
人
は
平
和
、
生
命
、

財
産
の
安
全
と
い
う
よ
う
に
国
が

個
人
に
与
え
る
利
益
の
代
価
で
あ

る
と
か
、
ち
よ
う
ど
保
険
料
と
同

じ
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
か
、
個

人
個
人
が
能
力
に
応
じ
て
全
体
の

為
に
忍
ぶ
犠
性
で
あ
る
と
か
い
ろ

い
ろ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
要
約

す
る
と
次
の
よ
う
に
い
え
ま
す
。

(
一
)
国
や
地
方
公
共
団
体
が
社
会
に

奉
仕
す
る
た
め
に
国
民
か
ら
徴

収
す
る
お
金
で
あ
る

(
二
)
と
り
た
て
は
好
む
と
好
ま
ざ
る

と
に
か
ゝ
わ
ら
ず
強
制
的
に
と

り
た
て
ら
れ
る
お
金
で
あ
る
。

(
三
)
し
か
し
税
を
納
め
て
も
そ
れ
に

対
し
て
直
接
に
代
価
を
受
け
る

こ
と
は
な
い
。

現
在
の
税
の
し
く
み

話
を
転
じ
て
現
在
の
税
大
系
は
ど

う
な
つ
て
い
る
で
し
よ
う
か
。

税
は
大
き
く
分
け
て
国
が
徴
収
す

る
国
税
と
地
方
公
共
団
体
が
微
収

す
る
地
方
税
の
二
つ
に
分
け
ら
れ

ま
す
。

こ
の
う
ち
地
方
税
は
道
府
県
税
と

市
町
村
税
の
二
つ
か
ら
成
り
立
つ

て
い
ま
す
。

東
京
都
の
場
合
は
こ
の
大
系
と
少

し
違
つ
て
い
て
市
町
村
税
の
一
部

を
都
税
と
し
て
徴
収
し
て
い
ま
す

が
こ
の
こ
と
は
次
の
機
会
に
説
明

す
る
こ
と
に
し
て
こ
こ
で
は
市
町

村
税
に
あ
た
る
現
在
の
足
立
区
の

税
金
で
あ
る
特
別
区
税
に
つ
い
て

少
し
詳
し
く
説
明
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

特
別
区
税
は
地
方
税
法
と
い
う
法

律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に

従
つ
て
区
議
会
で
特
別
区
税
条
例

を
定
め
こ
の
条
例
に
従
つ
て
賦
課

徴
収
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
賦
課
徴
収
さ
れ
て
い
る
税
は

特
別
区
民
税
、
自
転
車
荷
車
税
、

木
材
引
取
税
、
犬
税
の
四
種
類
が

あ
り
ま
す
。

(
一
)
特
別
区
民
税

む
か
し
の
戸
数
割
の
伝
統
を
引

き
負
担
を
分
か
ち
合
う
精
神
が

良
く
表
わ
れ
て
い
る
税
金
で
す

税
率
は
各
人
一
率
に
課
す
る
均

等
割
七
百
円
と
前
年
度
の
所
得

に
つ
い
て
課
税
さ
れ
た
所
得
税

の
2
1

/

100
を
税
率
と
し
た
所
得
割

と
の
合
算
が
特
別
区
民
税
と
し

て
課
税
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
を
図
式
に
表
わ
し
て
み
れ

ば
次
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

前
年
度
の
所
得
税
額
×

21/ 1
0

0
=
所
得
割

均
等
割
=
7
0
0
円

所
得
割
+
均
等
割
=
区
民
税

徴
収
方
法
は
六
月
、
八
月
、
十

月
、
一
月
の
四
期
に
分
け
徴
収

令
書
に
よ
つ
て
納
付
す
る
普
通

徴
収
の
方
法
と
二
十
三
区
内
で

給
与
を
受
け
て
い
る
も
の
の
源

泉
徴
収
の
二
つ
の
方
法
に
よ
つ

て
い
ま
す
。

但
し
前
年
中
所
得
が
な
か
つ
た

者
、
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活

扶
助
を
う
け
て
い
る
者
、
不
具

者
、
未
成
年
者
、
六
十
五
才
以

上
の
も
の
又
は
寡
婦
は
課
税
さ

れ
ず
、
生
活
保
護
法
に
よ
る
生

活
扶
助
以
外
の
保
護
を
受
け
て

い
る
者
、
学
生
、
生
徒
、
天
災

そ
の
他
の
特
別
の
事
情
が
あ
る

と
き
は
減
免
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

(
二
)
自
転
車
荷
車
税

自
転
車
や
荷
車
を
所
有
し
て
い

る
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

税
率
は
次
の
と
お
り
で
す
。

原
動
機
付
自
転
車

1
.
総
排
気
量
が
〇
、
〇
九
リ
ツ

ト
ル
を
こ
え
る
も
の
又
は
定

格
出
力
が
〇
、
八
キ
ロ
ワ
ツ

ト
を
こ
え
る
も
の

年
額
　
千
円

2
.総
排
気
量
が
〇
、
〇
五
リ
ツ

ト
ル
を
こ
え
〇
、
〇
九
リ
ツ

ト
ル
以
下
の
も
の
又
は
定
格

出
力
が
〇
、
六
キ
ロ
ツ
ト
を

こ
え
〇
、
八
キ
ロ
ワ
ツ
ト
以

下
の
も
の
　
年
額
　
八
百
円

3
.総
排
気
量
が
〇
、
〇
五
リ
ツ

ト
ル
以
下
の
も
の
又
は
定
格

出
力
が
〇
、
六
キ
ロ
ワ
ツ
ト

以
下
の
も
の
年
額
　
五
百
円

三
輪
車
　

年
額
　
三
百
円

二
輪
車
　

年
額
　
二
百
円

荷
積
牛
馬
車
　
年
額
　
八
百
円

荷
積
大
車
及
び
大
型
リ
ヤ
カ
ー

年
額
　
四
百
円

荷
積
小
車
及
び
小
型
リ
ヤ
カ
ー

年
額
　
二
百
円

(
三
)
木
材
引
取
税

素
材
の
引
取
り
に
対
し
価
格
を

課
税
標
準
と
し
て
立
木
の
伐
採

後
の
最
初
の
引
取
者
に
課
税
さ

れ
ま
す
。
税
率
は
5
/
100

(
四
)
犬
税

犬
を
所
有
し
て
い
る
人
に
課
税

さ
れ
ま
す
。

税
率
は
一
頭
に
つ
き
年
額
三
百

円
で
す
。

足
立
区
の
税
収
入
の
あ
ら
ま
し

以
上
特
別
区
税
に
つ
い
て
あ
ら
ま

し
を
お
話
し
し
た
の
で
す
が
毎
年

発
表
さ
れ
て
い
る
足
立
区
財
政
自

書
に
よ
る
と
三
十
年
度
の
特
別
区

民
税
の
収
入
は
二
億
七
千
六
百
六

十
万
余
円
で
税
収
入
の
大
部
分
を

占
め
て
お
り
次
い
で
自
転
車
荷
車

税
、
犬
税
の
順
で
犬
税
は
僅
か
に

百
四
十
六
万
余
円
で
木
材
引
取
税

は
皆
無
で
す
。

こ
う
し
て
納
め
ら
れ
る
税
金
を
区

の
世
帯
数
と
人
口
で
割
つ
て
見
ま

す
と一

世
帯
当
り
　

三
五
九
〇
円

一
人
当
り
　
　
　

八
一
八
円

と
い
う
数
字
に
な
り
ま
す
。

む

す

び

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
は
学
校
の

整
備
、
道
路
・
橋
渠
の
補
修
に
支

出
さ
れ
る
な
ど
何
ら
か
の
形
に
な

つ
て
区
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
の
維

持
に
直
接
、
間
接
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。

ど
う
か
今
ま
で
お
話
し
し
た
こ
と

を
御
理
解
下
さ
い
ま
し
て
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
納
税
に
ご
協
力
下
さ

る
よ
う
お
願
い
し
て
結
び
と
し
ま

す
。

手
続
は
お
早
目
に

年
末
の
窓
口
事
務

区
役
所
の
御
用
納
は
例
年
十
二
月

二
十
八
日
で
二
十
九
日
以
降
は
各

課
、
出
張
所
と
も
少
数
の
職
員
が

出
勤
し
て
窓
口
事
務
に
従
事
し
て

い
ま
す
。

今
年
は
ま
だ
確
定
し
て
お
り
ま
せ

ん
が
休
暇
に
入
る
と
帖
簿
そ
の
他

の
関
係
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
大
切

な
用
件
、
時
日
を
要
す
る
用
件
は

早
目
に
手
続
、
申
請
な
り
を
取
つ

て
お
い
て
下
さ
い
。

但
し
死
亡
、
死
産
等
緊
急
の
も
の

は
年
末
、
正
月
を
問
わ
ず
扱
い
ま

す
。

な
お
新
年
は
四
日
か
ら
通
常
通
り

事
務
を
行
い
ま
す
。
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十
九
万
六
千
余
名

来
年
の
選
挙
有
権
者
概
数

去
る
九
月
十
五
日
現
在
で
調
整
し

た
足
立
区
の
投
票
区
別
の
基
本
選

挙
人
名
簿
登
載
者
の
数
は
下
表
の

と
お
り
で
す
が
、
こ
の
概
数
は
十

一
月
五
日
か
ら
十
五
日
間
一
般
の

従
覧
に
供
し
異
議
申
し
立
て
を
受

け
た
後
集
計
さ
れ
た
も
の
で
、
十

二
月
二
十
日
に
確
定
す
る
こ
と
に

な
つ
て
い
ま
す
。

基本選挙人名簿登載者投票区別概数 昭和31年9月15日現在調製

自衛官募集中
12 月15 日 まで

二
等
陸
海
空
自
衛
官
と
自
衛
隊
生

徒
募
集
が
十
二
月
十
五
日
ま
で
行

な
わ
れ
て
い
ま
す
。

二
等
陸
海
空
士

募
集
人
員

陸
　
約

七
、
〇
〇
〇
名

海
約
九
〇
〇
名

空
約
三
〇
〇
名

応
募
資
格

満
十
八
才
以

上
二
十
五
才

未
満
の
中
学

卒
業
程
度
の

学
力
が
あ
る

者
試
験一

月
下
旬

志
願
手
続

区
役
所
総
務
課
あ
て
所
定
の

用
紙
に
記
入
の
上
申
し
込
む

こ
と
。

少
年
自
衛
官

募
集
人
員

陸
　

約
三
五
〇
名

海
　
約
一
二
〇
名

空
　
　

約
六
〇
名

応
募
資
格

昭
和
三
十
二
年
四
月
一
日
現

在
満
十
五
才
以
上
十
七
才
未

満
の
中
学
卒
業
又
は
卒
業
見

込
の
者

試

験
一
月
十
三
日
(
日
)

志
願
手
続

所
定
の
用
紙
に
記
入
の
上
、

東
京
都
千
代
田
区
代
官
町
二

東
京
地
方
連
絡
部
に
申
し
込

む
こ
と
。

詳
し
い
こ
と
は
区
役
所
総
務
課
(
8
8
)

四
四
〇
か
又
は
自
衛
隊
東
京
地
方

連
絡
部
(
2
3
)
九
二
八
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。


